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１．はじめに

産業技術総合研究所（以下産総研）地質調査総合センター

（以下 GSJ）は，2007 年に制定された 5月 10日の「地質の

日」を記念し，例年経済産業省（以下経産省）本館1階ロビー

にて特別展示を行っている．今年は，南海トラフ巨大地震

の新たな被害想定が2025年 3月に発表されたことに関連

し，GSJ が行っている南海トラフの地震に関する研究を紹

介する展示を行った．

展示タイトルは「南海トラフ地震研究の今—地質を知り，

地震に備える—」，展示期間は 2025 年 5月 8日（木）から

6月 3日（火）であった（第 1図）．

展示期間中に GSJ 職員による現地説明会を 3回開催し

た．本展示の概要やパネルデータ等はGSJのウェブサイト

2025 年度「地質の日」経済産業省特別展示および
関連イベントの開催報告
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（https://www.gsj.jp/chishitunohi_meti/2025/index.html

閲覧日：2025 年 9月 10日）から閲覧することができる．

また，経産省での展示後，2025 年 7月 1日（火）から 31

日（木）まで，AIST Solutions が入居するシェアオフィスに

て同内容のポスターが再展示され，最終日の 31日には現

地でトークイベントが開催された．9月 9日（火）からは地

質標本館で再展示され，さらに 9月 20日（土）と 11月 15

日（土）には一般来館者を対象にGSJ研究者による説明会が

開催された．これらの展示とイベントについて報告する．

２．展示内容

展示では 15枚のパネル，実物展示，動画を用いて，南

海トラフで発生する地震・津波に関する地質情報の整備，

評価や予測手法など，GSJ が行っている研究についてわか

りやすく紹介した（写真 1）．

「地質から過去の津波を知る」のパネルの前には津波堆

積物のはぎ取り標本，地下水・ひずみ観測ネットワークの

説明パネルの前には観測井掘削時のボーリングコア，コア

リングビット，ひずみ計（テスト用実機）を展示した．2か

所に設置したデジタルサイネージには，津波堆積物調査に

関する写真のスライドショーとひずみ計に関する動画を流

した．

３．現地説明会

展示期間中の現地説明会について第 1表にまとめた．5

月 19日（月）は石村和彦産総研理事長および経産省職員に

対してそれぞれ現地説明会が行われた（写真 2，3）．後者

は 10 名程度の参加者数であった．5月 23 日（金）は気象

庁長官，文部科学省の地震調査研究推進本部関係者，経産

省職員に対してそれぞれ説明が行われた．経産省職員を対

象とした説明会には30名程度の参加があった．5月27日

（火）の現地説明会は，同日に開催された産総研自己評価検

証委員会終了後に委員を対象に行われた．委員も含め参加

第 1 図　�経産省特別展示の告知ポスター．南海トラフを示す地図を
背景に，津波で岩塊が移動した橋杭岩と現地での調査風景，
および地下水・ひずみ観測井の掘削風景を配した．
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者は 10名であった．いずれの説明会も好評であった．

４．WeWork での再展示とトークイベント

経産省ロビーでの展示について株式会社 AIST Solutions

（以下 AISol）にもお知らせしたところ，展示を見た AISol

の広報から，展示終了後に AISol が利用しているWeWork

というフレキシブルオフィス（シェアオフィス）で再展示し

たいとの提案があった．WeWork は AISol 東京オフィスと

同じ，経産省のはす向かいにある日比谷フォートタワーに

入っている．経産省ロビーの展示に用いたパネルはサイズ

が大きすぎたため，AISol のほうで一回り小さいサイズに

再出力して展示していただいた（写真 4）．2025 年 7月の

1か月間展示された．

最終日の 7月 31 日（木）にはWeWork を利用している

自治体や企業の方を対象とした AISol 主催のトークイベン

ト＆交流会が開かれた（第 2図）．トークイベントは「地質

を知り未来を創る」と題し，GSJ 連携推進室連携オフィサー

の斎藤　眞氏と産総研ネイチャーポジティブ技術実装研究�

センター長の今泉博之氏が登壇した（写真 5，6）．斎藤氏は

展示してあるパネルの説明と地質情報の活用について紹介

し，今泉氏はネイチャーポジティブの観点から自然と調和

を保った社会経済活動について解説した．参加者数は 10

数名であった．

写真 1　�経産省本館 1 階ロビーでの展示の様子．デジタルサイネージは左手前と右奥の 2 台あり，左手前で津波堆積
物の調査研究に関する写真のスライドショーを，右奥でひずみ計に関する動画を上映した．

第 1 表　展示に伴う現地説明会等の対象と対応者．

NP= ネイチャーポジティブ．

開催日 場所 対象 対応者

2025 年 5月 19 日（月） 経産省本館ロビー 産総研理事長，経産省職員
澤井祐紀（活断層・火山研究部門）
板場智史（活断層・火山研究部門）
中澤　努（地質情報基盤センター）

2025 年 5月 23 日（金） 経産省本館ロビー 気象庁長官，地震調査研究推進
本部関係者，経産省職員

藤原　治（GSJ 副総合センター長）
宍倉正展（活断層・火山研究部門）
北川有一（活断層・火山研究部門）
板場智史（活断層・火山研究部門）
中澤　努（地質情報基盤センター）

2025 年 5月 27 日（火） 経産省本館ロビー 産総研自己評価検証委員
中尾信典（GSJ 総合センター長）
北川有一（活断層・火山研究部門）
大坪　誠（研究企画室）

2025 年７月 31 日（木） WeWork WeWork 利用者
斎藤　眞（連携推進室）
今泉博之（NP技術実装研究センター長）

2025 年 9月 20 日（土） 地質標本館 一般来館者

宍倉正展（活断層・火山研究部門）
北川有一（活断層・火山研究部門）
板場智史（活断層・火山研究部門）
中澤　努（地質情報基盤センター）

2025年11月15日（土） 地質標本館 一般来館者

宍倉正展（活断層・火山研究部門）
北川有一（活断層・火山研究部門）
板場智史（活断層・火山研究部門）
中澤　努（地質情報基盤センター）
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写真 3　�5 月 19 日に行われた経産省関係者向けの現地
説明会の様子．

写真 4　WeWork での再展示の様子．撮影者：AISol 広報グループ．撮影場所：WeWork 日比谷フォートタワー．

写真 2　�5 月 19 日と 23 日の現地説明会の際に展示したひずみ計の
デモ機と，それを石村理事長に説明する板場氏．
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地質を知り
未来を創る

18:00
～20:00

“過去～いま”が分かる地質情報には、安心
してくらせる“まちづくり”にとどまらず、 生態系
の回復や地方創生など、 豊な未来を創る
ための可能性を広げるヒントがたくさん。トーク
イベントでは、地質情報の活かし方や、ネイチャー
ポジティブの観点からの取組をご紹介します

2025年7月31日
(木)

トークイベント＆交流会
地質とネイチャーポジティブ、それぞれの分野で活躍する産総研の研究者によるトークイベントと交流会を開催します。

START

産業技術総合研究所
ネイチャーポジティブ技術実装研究センター
センター長  今泉 博之

産業技術総合研究所
地質調査総合センター連携推進室 
連携オフィサー  斎藤 眞

参加お申込はこちら▶
定　員
〆　切
参加費

30 名
7月30日（水）
無料

土地の＜マイナス＞（例えば火山活動など）を＜ゼロ＞に
近づけ、 さらには＜プラス＞にしていくためには、 その土地の
地質を正しく知ることが重要です。
地質情報には、＜ゼロ＞や＜プラス＞にできるヒントとなる
情報が多く含まれることをご存じですか？
トーク前半では、 " 地質って何？ " をわかりやすく説明し、
上手な地質情報の活かし方をご紹介します。
トーク後半では、 防災のように＜マイナス＞を＜ゼロ＞に
もっていくための地質情報と、 資源エネルギーの自給率が低い
日本において、 大きな課題である「国内の資源確保」のヒント
を地質情報を用いて＜ゼロ＞を＜プラス＞する観点から探り
ます。地質を知ると様々な社会的コストが下がりますよ！

地球上が安定した状態であり続けるために人間活動が
守るべき環境の“限界値”「プラネタリー ・ バウンダリー（惑星
の限界）」 が示されています。我々の生活を支えるあらゆる
資源が有限である中で、それらを最大限活用しつつ、生物
多様性を含む自然環境（自然資本）と調和しながら、
我々の活動を持続的に発展させるために、 社会経済活動
の主なステークホルダーである企業や地域／自治体は何に
どう取り組むべきなのか…。これも地質に関する情報を含む
今の自然状態を知ることが重要な鍵となり、 未来を考える
上でのヒントになるかも知れません。いかに自然資本に
配慮しながら発展していくか、 産総研ネイチャーポジティブ
技術実装研究センターと共創しませんか。

第 2 図　�WeWork で開催された AISol 主催のトークイベント＆交流
会のポスター．

写真 5　�トークイベントで講演する斎藤氏．撮影場所：WeWork 日
比谷フォートタワー．

写真 6　�トークイベントで講演する今泉氏．撮影場所：WeWork 日
比谷フォートタワー．

５．地質標本館企画展

本稿投稿時点で，経産省ロビーでの展示内容は，一部の実

物展示を除き地質標本館の企画展として再展示された（写

真7，8）．展示期間は2025年9月9日（火）から12月7日

（日）までである．

9月 20日（土）には地質標本館 1階ロビーにおいて展示

パネルを前にGSJ研究者による説明会が開催された．説明

会には一般来館者 10数名の参加があり，熱心に耳を傾け

ていた．説明会終了後にはGSJ研究者に個別に質問をする

方も多く，来館者と GSJ 研究者とのコミュニケーションが

図られた．この説明会では一般の方の南海トラフ地震およ

び産総研の地震研究への関心の高さがうかがわれた．説明

会は 11月 15日（土）にも開催された．

写真 7　地質標本館での再展示（企画展）の様子．

写真 8　�9 月 20 日に行われた地質標本館での説明会の様子．説明は
宍倉氏．撮影者：中澤氏．
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だき，また AISol 広報グループの方々にはお世話になりま

した．

地質情報基盤センターの都井美穂氏にはパネルレイアウ

トを始めとする様々なデザイン，川畑　晶氏には展示パネ

ルの印刷，正根寺幸子氏にはweb ページの作成でお世話

になりました．連携推進室の長江敦子氏にはデジタルサイ

ネージ用の動画作成を，利光誠一氏には展示パネルの文章

校正を，川畑史子氏には研究関連普及出版物・成果発表DB

の登録をしていただきました．

以上の皆様に心より感謝申し上げます．

６．おわりに

本展示の開催にあたって経産省イノベーション・環境局

基準認証政策課のご担当の皆様には様々なご支援をいただ

きました．コアリングビット，ひずみ計の実物展示につい

ては住鉱資源開発株式会社にご協力いただきました．気象

庁広報室にはパネルへの写真掲載について許可をいただき

ました．

活断層・火山研究部門の北川有一氏，板場智史氏，澤

井祐紀氏，地質情報基盤センターの中澤　努氏，GSJ 総

合センター長の中尾信典氏，研究企画室室長の大坪　誠

氏，前室長の野田　篤氏には本展示のパネル作成や現地説

明会の対応など様々なご協力をいただきました．

WeWork でのトークイベントの際にはネイチャーポジ

ティブ技術実装研究センター長の今泉博之氏にご協力いた

KOMATSUBARA Junko, MOCHIMARU Hanako, NAKAMU-
RA Atsunori, SHISHIKURA Masanobu, SHIMIZU Toru and 
SAITO Makoto (2026) Report on "Geology Day" special 
exhibition 2025 at METI and related events.

（受付：2025 年 9月 10日）


